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序

多度町は、三重県の最北部に位置する閑静な農村であるか古くよ

り拓けた地であります。多度神社の御神宝をはじめとし、倭姫命の

野代宮、日本武尊の尾津前の故事を伝える古跡もよく知られていま

す。また、我か国で始めて木簡を出土した柚井泥炭層遺跡、白鳳期

の鵡尾や古瓦を出土し北勢地方に唯一のこされた古代寺院である南

小山廃寺など県下でも有数の遺跡がのこされている地域であります。

今回報告する天王平遺跡は、県下でも大規模な遺跡の一つであり、

昭和56年度の多度四日市線道路改良に伴う発掘調査に引き続ぎ実施

したものであります。調査の結果奈良• 平安時代の集落の一部であ

ったことか判明し、遺構の中には公的な施設の存在も想定されるな

ど多大な成果をおさめることができ、古代のこの地域の歴史を解く

重要な遺跡であることがわかりました。

多度町は、近年近郊農村として観光農園などのレジャー基地とし

て、また尖端産業の誘致などめざましい発展を見せており、今後開

発の進む地域でありますか、先祖の残した貴重な文化遺産を守り育

てていくことも大切なことだと存じます。

ここに、終始ご協力をたまわった関係機関各位をはじめ、調査に

従事された地元の方々に謝意を表するとともに、今度とも文化財保

護に対する県民各位の御理解と御協力をお願いする次第であります。

昭和 58年 3月31日

三重県教育委員会

教育長｛左~ 々 *~ 



例 言

1 . 本書は、桑名都市計画道路多度香取線道路改良

工事に伴う桑名郡多度町天王平• 西天王平・小山・

尾津平に所在する天王平遺跡の発掘調査の結果の

うち遺構をまとめたものである。

2. 調査は、事業者である県土本部から執行委任を

受け次の体制で行なった。

調査主体

調査担当

三重県教育委員会

三重県教育委員会文化課

主事

同

早川裕已

駒田利治

伊勢野久好

3. 遺構の実測は、航空写真測量を採用し国際航業

株式会杜に委託した。

4. 本遺跡の遺跡標示略記号を 6ETBとし、図面

上の方位はすべて磁北を用いた。

5 . 本文及び遺構平面図の遺構表示は下記による。

SB: 竪穴住居、掘立柱建物

SD: 溝

SF: 焼土、カマド

SK: 土砿

sx: その他

6. 本書の執筆は、文化課主事中村信裕の協力を得

I・II・VIを駒田、 IIIを伊勢野が担当した。

7
 
スキャニングによるデーター取り込みのため

若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率はスケールバーを参照ください。
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ー． 前 言

天王平遺跡は、昭和 7年に多度小学校建設の際に

奈良時代の土馬が発見されるなどして、注目を浴ぴ

てきた遺跡である。伊東春夫氏（元桑名高等学校教

諭）等の調査により、遺跡は東西 300m・ 南北 800

mの範囲に拡かり、表採遺物から奈良時代を中心と

する集落跡と考えられるにいたった。

近年、多度川左岸の主要地方道四日市多度線は幅

貝か狭く、交通贔の増加によりしばしば渋滞をおこ

しているため、南の丘陵地にバイパスを建設し、大

桑国道へ接続する計画が進められた。 このバイパス

建設により、天王平遺跡のはぱ中央部が約 500mに

亘って破壊されることになり、昭和55年 9月より文

化課と県土木部・桑名土木事務所で協議が璽ねられ

た。協議の結果、都市計画道路部分の大桑国道近く

は既に工事が完成していることや建設予定地の用地

買収か部分的に終了していることにより計画変更が

不可能であるため、やむなく発掘調査をして記録保

存することで合意した。道路建設は、多度小学校よ

り小山に抜ける町道より西側を主要地方道四日市多

度線とし、町道より東側の大桑国道までの区間を桑

名都市計画道路多度香取線として実施されることに

なった。

発掘調奔は、調査面積及び用地買収の進渉状態を

批案して、昭和56年度に二時期にわけて実施するこ

とになった。一般地方道部分を第一次調査とし、

月から 9月にかけて約2900面の調査を行なった。

（「天王平遺跡発掘調査報告」 I

委員会）

1982 
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三重県教育

都市計画道路部分は、第二次調査として同年12月

15日から翌年 3月27日まで行ない、約2700m'の調査

を行なった。調査が年度末にあたることもあり、遺

物整理・報告書作成は昭和57年度事業として実施す

ることにした。調査の終了した 3月28日には、現地

説明会を開催し、約70名の参加を得ることがでぎた。

第 1図

誓聾冒如饂訊氾＼厨瓜幻い心喜`ハ
遺跡位置図 (1: 50000)国土地理院1/2.5万阿下喜、弥富
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II. 位慣と歴史的環境

桑名郡多度町は、三重県の最北端に位置し木曽・

長良・揖斐の木曽三川を界して愛知・岐阜の両県と

接する。この地域は、濃美平野の南西端にあたり、

木曽三川の沖積作用によって形成された沖積平野と

養老山地の束端にあたる標高403mの多度山及び丘

陵からなる。多度山の南には、開折谷の発達した標

高 100m前後の低丘陵と揖斐川の支流多度川・肱江

川か形成する谷底平野が拡かっている。沖積平野は、

「中須」 ．「戸津」 ．「尾津平」の地名に示される

ように、かって海岸であったと考えられる。

天王平遺跡は、多度川・肱江川に挟まれた丘陵の

東斜面に立地し、東の自然崖の下には沖積地が拡が

る。この東斜面は、標高14-50mで緩かな傾斜をも

つ地形をなしており、集落立地の好条件に恵まれて

いる。遺跡はこの斜面上に拡がり、東西約300m、南

北約 800mの範囲に及ぶ。行政的には、多度町字小

山・天王平• 尾津平•西天王平の各地内にあたる。

近年、住宅建築が除々に増加してぎたが、大半はミ

カン畑・柿畑• 野菜畑として利用されている。

遺跡周辺には多くの遺跡か分布しており、それら

は多度山東麓・多度川左岸の多度山南麓．肱江川左

岸の丘陵先端部に集中している。

時期的には、古墳時代以降のものか多いが、ーノ

谷B遺跡 (54) ・柚井泥炭層遺跡 (12) ・ 西城遺跡

(58)で編文土器が採集されている。殊に前者では

早期の土器とともにポイントが採集されている。次

の弥生時代では、ーノ谷A遺跡群 (1)で土器片が

採集されたのにとどまり、纏文・弥生時代のこの地

域の様子については、まだまだ不明な点が多い。

当地域で数多くの遺跡かのこされるようになるの

は古墳時代以降のことであり、多度山束麓の一ノ谷

古墳群 (2-10・56 全10基）•宇賀神社古墳(13-

15 全3基）、肱江川左岸の大久保古墳群 (32-47

全16基）か知られる。ーノ谷古墳群• 大久保古墳群

は、ともに横穴式石室を内部主体とする古墳と考え
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られ、大久保古墳出土の遺物が6世紀後半のもので

あることから、当地域での古墳の築造は後期の群集

墳盛行期のものと考えられる。

奈良• 平安時代になると、律令国家体制は整備さ

れ、各地の在地勢力も中央国家の組織に組みこまれ

ると同時に中央の文化は地方に波及していった。多

度町内には、奈良時代の寺院跡と推定される遺跡が

小山地内の南北にニヶ所ある。北小山廃寺 (28)は、

近年宅地化が進み瓦片が散見される程度で詳細は不

明である。一方、南小山廃寺 (29)は、昭和 9年の

開墾の際に礎石や古瓦か出土しており、鵠尾も採集

されている。現在は、畑や山林となっているが平坦

地も認められ、北勢地方に唯一のこされた奈良時代

の寺院跡として貴重なものである。この二つの廃寺

は、各々多度川・ 肱江川流域に築かれた古墳群の勢

カの結集の結果と考えられ、このことは多度川流域

に鎮座する式内社宇賀神社と肱江川流域に鎮座する

式内社小山神社との関係にも認められる。

また、この寺院と神社の結びつきは奈良時代に発

達した神仏習合思想の影響でもあり、その代表的な

ものか多度神社における天平宝字 7年 (763)の多度

神宮寺の創建である。この神宮寺の伽藍については、

史書にも載せられているが、その所在地については

多度山南麓にあったと言われるだけで確定されるに

至っていない。

また、古代の後半期には荘圏が発達し、この地域

でも幡梓島東庄• 香取庄• 野代庄• 富津厨・多度厨

の荘圏が知られている。平安時代末期には、荘園体

制もゆるみ新しい階級が成長してくる。伊勢平氏も

こうした勢力の一つであり、戸津（富津）は北伊勢

における拠点であった。

中世後期には、多度城跡 (23)・ 小山城跡 (30)・

猪飼城跡 (49)などの域館が丘陵端部などの地形を

利用して築かれている。
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III. 遺 構

昭和56年度に主要地方道多度四日市線道路改良工

事に伴い発掘調査（天王平遺跡、第一次調査）を実

施した西側の調査地(A・B地区）同様、今回の調査に

おいても遺構検出に至った層序としては、表土（約

20cm)、地山（亦褐色粘質土、部分的に礫を混入）と

いう二層に区分できる単純層である。いわゆる遺物

包含層は、近鉄養老線の東側にあたる D地区のはぱ

中央付近で中世（山茶椀、陶器等）遺物を包含する

層が部分的に認められた。地山は、東に低い傾斜面

となっており、東半分が消滅する遺構も多数ある。

今回の発掘調査において検出した遺構は、大別して奈

良時代の竪穴住居34棟、平安時代と考えられる掘立

柱建物 7棟、溝 2条等である。竪穴住居は周溝が巡

り、住居の一辺（南側を除く）にカマドを付設して

いるものか多い反面、主柱穴は不明となるものかは

とんどである。掘立柱建物では、方形掘形で同一方

位に位置する一定の規格性が窺える建物で円形掘形

の総柱、側柱等、また方位の画一性のない建物の二

群に分けられる。

以下、各々の遺構について、概述していぎたい。

1 . 竪穴住居
S 861 

東西に走る SD62により、住居北側の一部が切ら

れる。短辺4.0m、長辺5.0mの長方形プランを呈し、

南、西の 2辺に明確な周溝か巡る。出土遺物として

は、土師器甕等少量である。

S 864 

住居規模は、短辺3.8m、長辺4.3mmを測る。住居

中央部を、東西方向に走る後世の溝により切られる。

北辺の東寄りにカマドが付設されているか、この一

部も後世の溝により壊されている。周溝は北、西の

2辺で確認できた。出土遺物は、床面直上で土師器

皿、須恵器蓋等がある。

S 865 

短辺4.2m、長辺5.0mの住居であり、周溝・カマ

ドは認められなかった。

S 866 

住居掘形が浅く、短辺2.7m、長辺4.0mと長方形

プランを呈している。周溝は南辺で確認でぎた。出

A' 
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,
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，
 

C地区

口
!Om 20m 

第3図第二次調査遺構配置図 (1: 500) 
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土遺物は、床面直上で須恵器杯がある。

S867 

S B66の南、外辺で周溝のみ検出した住居である。

S B66の拡張によるものと考えられる。

S 869 

住居規模は、東西方向4.7m、南北方向は調査区外

に続くため不明となる。住居東側の一部を SD68に

切られる。北西部で周溝確認。出土遺物は床面直上

で須恵器杯・蓋．甕がある。

S872 

東西方向4.8m。南北方向は、調査区外に住居が延

びるため、規模は不明である。西辺に部分的な周溝

が認められた。また北辺中央やや東寄りに焼上範囲

（カマド）、その東側に長径80cm、短径60cm、深さ 18

cmの楕円形を呈する貯蔵穴が設けられている。住居

床面直上で須恵器蓋が出土した他、須恵器杯、上師

器の杯・ 甕等が出上した。

S 874 

プラン南半部は SB75・76と重複し、東側は斜面

下位のため消滅、周溝は北、西に鍵状に残存してい

る。住居内部で検出した一辺1.lmの方形土拡は、床

面精査で確認したがSB74との前後関係は不明であ

る。また重複関係にある SB75との新旧関係につい

ても不明である。

S B75 

SB74・76と重複関係にあり SB76に先行するが

S B74との前後関係は不明である。一隅のみで全容

は不明であるが、周溝をもつであろう。

S B76 

SB74・75と重複関係にあり、両者よりも新しい。

住居の南西隅を後世の土坑にf覺乱されるが、遺存の

良い住居である。東西5.0m、南北4.7mのほぼ方形

で、四周に幅20cm前後の周溝がめぐる。南西部を除

く三隅で径約50cm・ 深き約15cmの主柱穴をもつ。東

辺中央部にカマドの残存部と思われる焼土を確認し

た。

カマド内から土師器甕、床面から鉄製品が出土。

S 877 

S D73と重複するが、 SB77か新しい。調査区南

壁にかかり、北半分のみの検出である。東西 4.0m
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、南北 2.2m 以上。北壁• 西壁で幅15cm前後の周溝

を検出したが、東壁では確認されない。東壁中央部

で炭化物を含む焼土を確認し、カマドと判断される。

床面から須恵器杯• 平瓶の完形品が出土。

S B79 

S B 80・S K 78・82と重複関係にあり、 SK78・ 

82より先行するが、 SB80との前後は明瞭でない。

また、束壁は削平されている。東西 2.0m以上、南

北5.2mである。三壁とも周溝がめぐる。

明らかに SB79と断定できる遺物には、須恵器杯

がある。

S B80 

S B79・S K78と重複関係にあり、 SK78より先

行するがSB79との関係は明瞭でない。ただ、 SB

79の床面精査の段階での検出であり、 SB79より先

行するものかも知れない。

S 879・80の埋土層出土遺物には、士師器・須恵

器の杯等がある。

S B84 

S B85・86と重複関係にあり、両者より先行する。

東壁を SB85に切られるため、束西 1.7m以上、南

北 3.5m(推定）。

S B85 

S B84・86と重複関係にあり、 SB84より新しい。

東壁は、調杏区外にのびるため東西3.5m以上、南

北 4.9mの規模である。南壁と西壁の一部に周溝が

認められる。

S B86 

S 885と重複関係にあるが、前後関係は不明であ

る。東西2.5m以上、南北2.5m以上。

S B88 

C地区の南東隅で検出した竪穴住居である。周溝

は南西隅で部分的に認められた。住居の規模は、北

側が後世の溝、東側が調査区外へ延びるため不明と

なっている。住居床面に 2ヶ所、約50cm前後の焼土 A 

―-・-19.30m 
が飛散しているのが認められた。出土遺物は土師器

プラン東半部は斜面下位により消滅。南側は SB

91と重複し、 SB91か新しく、住居の規模は不明確

となっている。西辺に周溝の基底部確認。住居掘形

は極めて浅く、西壁の遺存度は 5cm未満となってい

る。出上遺物としては、土師器の甕．杯、須恵器の

蓋がある。

S 891 

S B90同様、プラン東半部は斜面下位のため消滅。

また南側は後世の溝に切られているために住居規模

は不明となっている。住居掘形は浅く、良好な壁と

いえど10cm程度の遺存である周溝は北、西の 2辺で

検出。また一辺 lm-1.4m程の浅い方形ないし不

整形の土拡数基と重複しているが、住居の床面精査

の際、確認でぎた遺構ではあるか、前後関係は不明

である。出土遺物としては、須恵器の杯・蓋、土師器

19.20m -
C D

 

E
 O
Z
'
6
!
 ー

I B 

がある。

S 889 

D地区調壺区隅で、南辺部のみを検出したにとど

まる。東西3.lmで、南北は不明。

S 890 

lm 

第10図 S 894カマド実測図 (1: 20) 
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皿・甕等がある。

S B92 

住居西部分は調査区外へのび、中央部を後世の溝

．に切られる。東西 2.lm以上、南北 4.2m。北壁・

東壁のみに周溝が認められる。

S B93 

住居の東壁を後世の溝に切られるが、ほぱ全容の

知れる。東西 3.7m、南北 3.6m。幅約30cmの周溝

か四周をめぐる。東壁中央部に、遺存度の比較的よ

いカマドが検出される。カマドは袖部の基底部をの

こし、カマド内部中央には長径25cm・短径15cmの川

原石がおかれ、支石の役割をもつものであろう。

住居内から須恵器壺などが出土している。

S B94 

東西 2.8m、南北 3.7mの規模で、東壁の一部に

周溝が認められる。西壁中央部に、遺存度のきわめ

て良好なカマドが検出されている。カマド内の中央

には支石が立てられる。住居の深さは、約20cmであ

るが、カマド奥から長さ80cmの煙道が検出されてい

る。煙道は、幅25cmの浅い溝状をなし、底部を穿孔

した土師器の甕を 3個体以上並べている。カマド内

にはこの他に土師器・須恵器杯が出上。

S B95 

SB 
桔も t莫 (m) 深さ

カマド 周溝 備 考
束西南北 (cm) 

61 5.0 4.0 20 西・南

64 4.3 3.8 36 北壁 北•西

65 5.0 4.2 10 

66 4.0 2.7 15 南

67 4.0 3.2 13 西•南 S B66の拡張

69 4.7 18 西・北

72 4.8 23 北壁 西 貯蔵穴

74 11 北•西

75 16 北•西

76 5.0 4.7 17 東壁 4周 主柱穴

77 4.0 12 東壁 北•西

79 5.2 17 北•西

80 10 

84 (3.5) 11 

85 4.9 17 南•西

86 14 

88 (4.0) (4.0) 5 炉跡

第1表竪穴住居一覧表

SB 

89 

90 

91 

92 

93 

94 

95 

96 

97 

98 

99 

101 

102 

103 

104 

105 

106 

-13 -

住居の規模は、短辺3.7m、長辺4.3mの長方形プ

ランを呈し、周溝、カマド（束辺中央部）を有して

いる。カマドは、住居埋士（暗褐色粘質士）に若干

の焼土粒、炭化物が混入するといった焼土範囲とも

いうべきもので厚さ 5cm程度である。しかしこれは

地形的にみて、斜面下位という遺存状態の不良な東

壁に設置されたために、後世の削平等を受けたカマ

ドの残存部とも考えられる。出土遺物としては、土

師器甕が床面直上で、また西壁中央部の柱穴上面（

住居床面レベル、柱穴底面より浮いた位置）で須恵

甕片が出土。

S 896 

大半が調査区外へ拡がり、東西方向の南壁はかろ

うじて検出され、 2.8mである。周溝を伴わない。

S 897 

傾斜地に位置するため、辺南西隅部のみの検出で

ある。

S 898 

中央部を後世の溝に大きく切られている。他の竪

穴住居に比べ約45度前後偏る。長辺 4.6m、短辺4

mで、南西壁のみに周溝をもつ。

S 899 

取付道路に伴う拡張区で検出した竪穴住居であり、

規し 枯莫 (m) 沼きさ
カマド 周溝 備 考

束西南北 (cm) 

3.1 25 

13 

10 北・西

4.2 7 北・東

3.7 3.6 15 東壁 東•西・南北

2.8 3.7 10 西壁 東 煙道

3.7 4.3 18 東壁 北•西

(2.8) ， 
25 

4 4.6 12 南西

2.1 10 

14 

2.0 2.0 16 

2.0 3.0 8 

5.8 15 

19 

3 2.2 6 

ー不明 ）推定



西側部分のみの検出である。一辺 2.lmで、他の辺

は不明。周溝は認められない。

SB  101 

南西隅のみの検出であり、大半か調査区外へのび

るため全容は不明。

S B102• 103 

S B103と重複するか、 SB102が拡張されたもの

と考えられる。 SB102か東西約2.0m、南北 2.2m

の非常に小形のものであり、 SB 103は南北方向に

1.0m拡張されている。

S B104 

住居の大半か調査区外へ拡がるが、東西 2.0m以

上、南北 5.Smの大形の住居である。

SB  105 

北西隅のみの検出であり、大半は調査区外へ拡が

る。

S B106 

S 8100と爪複関係にあるが、新旧関係は不明。東

西 3m、南北2.2m。周溝は認められない。

2. 掘立柱建物
S B63 

2間X2間の南北棟で、建物中央を後世の溝が東

西に走るため、柱穴 2穴が消滅しているか、総柱建

物ではないかと考えられる。柱穴円形掘形で径50cm

-80cm、深さ30cmである。桁行3.8m、梁行3.5m、

柱間は桁行1.9m、梁行1.7mで棟方向はN-15° ― 

Eをとる。

S B70 

3間X2間の南北棟である。柱間は、桁行が1.4-

1.8mとやや不揃いであるのに対し、梁行は1.5mの等

間である。柱穴は円形掘形で径50cm前後、深さ30cm

である。西側桁行の柱通りが若干悪い。

S B71 

3間X3間の南北棟である。柱間は梁行が 1.7m

等間であるのに対して、桁行は 2.2mと拡がりをみ

せる。柱穴掘形は、円形で径50cm-60cm、深さ20cm

-40cmである。これら側柱に対応して、掘形の極め

SB 規模（間） 桁行(m) 梁行(m) 棟方拍J
柱問 (m)

備 考
桁行梁行

63 2X2 3.8 3.5 Nl5°E 1. g 1. 7 総柱建物(?)

70 3X2 4.8 3.0 N 1°E 1. 5 桁行l.Sm+ 1.4m + 1.6m 

71 3X3 6.6 5 .1 N8゚ E 2.2 1. 7 総柱建物

87 4X3 6.0 4.5 N5°W 1. 5 1. 5 

100 3X2 5.7 3.8 N6°E 1. g 1. 9 
106 
3X2 5.7 3.8 N6°E 1. 9 1. 9 S B 106・S B 107は建替107 

第2表掘立柱建物一坑表

A
 

B
 
c
 

D
 

E
 

F
 

第11図 SB 100 S B 107• 108 (1 : 100) 

G
 

H-lm 
ー

゜
5m 

- 14 -



A
 
,IECu

尺

[
[
J
 

ー

i
l

ー
ー

9
-

1
1」'

'[口□□／ー
I

SBlOO 

◎
 

謬
◎
 

＋ 

6) 

砂

0@  

'" " 

18m 

SB 100-108実測図 (1: 100) 

- 15 -



て小さい柱穴の存在が認められ、床束として機能し

た総柱建物ではないかと思われる。

S 887 

4間X3間の南北棟であり、柱問は桁行、梁行と

もに 1.5m前後である。柱穴掘形は円形で径40cm-

70cm、深さ10cm-30cmとなる。この側柱に対応する

南側の側柱調査区域外となる。

S 8100 

S B38の北側に約llmへだてて建築された 3間2

間の東西棟である。 SB107同様方形掘形を呈する

柱穴で、桁行、梁行、柱間、棟方向全てにおいて類

似し、一定の規格性か認められる建物である。 SB

100・107の柱穴内からは一片の出士遺物もない。ま

w. 小
天王平遺跡第二次調在区は、水平距離10m毎に高

さを平均6.25m減ずる緩斜面に立地している。遺構

は、竪穴住居34棟・掘立柱 7 棟のはか溝• 土坑を調

査区全域で検出したか、その分布には濃淡が認めら

れる。

竪穴住居の場合、 A群； C地区中央部で10棟、 B

群； C地区東部で6棟、 C群； D地区西部で10棟、

D群； D地区東部で7棟の 4群に比較的集合した状

態で分布する。ただし、 A・B群は、近鉄線で分断

されているので本来 l群として捉えられるものかも

しれない。各群では、 2-3棟の重複閲係が認めら

れ、時期差のあることを示している。また、竪穴住

居の方向は、一辺がはぱ磁北に沿う住居が多いが、

異方向を示す住居がA群及びC群で認められ時期差

を示すものかも知れない。 A群では、中央部に空間

地帯をもつ「コ」字形に住居が分布している。

斜面に立地するため、東辺か削平され全体規模が

不明なものが多いか、平面形が長方形をなすものか

多く、概して東西に長い住居か多い。長辺は、3.7-

5.5m・短辺は2.2-4.7mである。住居内面積は、 S

B76の23.5mを最大とし、 SB106の6.6面を最小と

するか、 20m'前後のもの (SB61・65・76)、16面前

後のもの (SB 64・95・98)、13面前後のもの (SB

66・67・93・94)に分類することもできる。

たSB100は、竪穴住居 SB106と重複関係にあるが、

竪穴住居掘形が極めて浅く、床面状態も良好でない

など層位的な新旧関係は不明といわざるを得ない。

SB 107• 108 

同一住居の建て替えがなされた 3間X2間の東西

棟である。桁行5.8m、梁行4.0m、柱間は桁行が1.9 

程）で深さは30cmである。柱穴掘形は方形（辺 1m 

後）で深さは cmであるが、柱根跡は確認できなか

った。この建物付近は大小の柱穴か多数集中して検

出され、遺構密度の高い地区となっている。これら

柱穴の中には、 SB 107・108に屈する柱穴の存在も

考えられるが、不明確となっている。

士
口象

竪穴住居の構造では、 SB76で主柱穴を検出した

にすぎず、他では認められなかった。周溝は、半数

で認められる。また、カマドを有するものか多いか、

多くは焼土痕として認められる程度である。その中

でSB94は、カマド・煙道を検出でぎた例として貰

重である。

掘立柱建物は、 7棟検出され竪穴住居と重複関係

にあるか、その前後関係は不明なものが多く、今後

検討を要する。 SB100・107・108は、 ともに方形

掘形の柱穴をもち、同規模で棟方向も揃えた規格性

の強い建物である。

以上のように、第二次調査でも第一次調査同様竪

穴住居が主体をなす集落であり、その時期は奈良時

代～平安時代初期を中心とするものである。

く参考文献〉
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昭和58(1983)年3月にflJ行されたものをもとに

平成16(2004)年12月にデジタル化しました。

三重県埋蔵文化財調査報告 52-2 

天王乎遺跡発掘調査報告 II

ー第二次調森遺構編一

昭和58年 3月31日

悶胄三重県教育委員会

印刷第一プリント社
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